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ドに色をつけることにより、N 色ならセル数が同じ単色二次元コードの log2N 倍の情報量を格納
することができる。しかし色の判別を行わせることによりコードの認識が難しくなるため、二次元
コードに付与するカラーパレットを考案しこれを認識の助けとした。コードの認識は L*a*b*色空
間での色差を用いて行い、リード・ソロモン符号による誤り訂正を用いることで認識の正確性を
高めた。また、コードの色数、セル数、向きを撮影されたコードから自動的に判断する手法を提案し
た。
　実験ではコード生成機構により生成し市販されているプリンタで印刷したコードを、市販され
ているデジタルカメラと携帯電話に付属しているカメラを用いて撮影し、読み取り及びデータ復
元機構による認識を行い印刷サイズ、コードのセル数、コードの色数、使用する撮影機器による認
識率の違いを調査した。その結果、セル数と色数が多いほど、また撮影機器の性能が下がるほど認
識が難しくなること、印刷サイズが小さいと認識が難しくなるが一定の基準を超えて大きくなっ
ても認識の難しさはほとんど変わらないことを確認した。また、最大で約 2.5KB の情報量を持つ
コードの復元に成功した。
